
一－－、
戦後日本海側で唯一、一貫して人口増加
→H17国調で初めて人口減少(約7千人減)、H22国調も減少(約4千人減）

(ただし,減少38道府県中2番目の低さ

→能登の減少を、 加賀の増加で支えきれなくなった
、 ノ

【県内人口の推移P 【全国と県内の人口増減比較区初めて減少
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石川県の人口の動向 資料5－1



石川県の人口の動痘 資料5－2

//尋 石川県の総人□の増減（2○○5年→2○1○年）
▲4,238人（総人口減少38道府県中、2番目に減少が小さいう

一一一一、

9番目に減少が小さい＞①社会増減（転入・転出)A877人（〃
○東京、神奈川、愛知などの大都市圏が上位（転入超過）

○流出の大部分は、10．20代他の地方県も同様
く石川の場合>1o代プラス→高等教育機関の集積 20代マイナス→大卒後の転出と推測

②自然増減▲3,361人（ノノ もっとも小さい冒
○大都市圏は、出生率が低いにも関わらず、自然増が大きい
→これまで転入超過が続いたことにより、2○・s○代の層が大きいため、

石川県

三山県

福井県

【大都市圏の状況】

愛知県

神奈川県

東京都

人口変化(2005→2O1O）
2 010年出生率

社会増減自然増減総人□ 総人□ (2013)
（転入転出）（出生・死亡）

1,169,788A4,238A877A3,3611.49

1,093,247A18,482A2,888A15,594143

806,314A15,278A6,418A8,860160

7,410,719

9,048,331

13,159,388

156,015

256,734

582,787
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33,774

103,690147

168,0361,31

549,0131.13
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国調人口の推移

・国勢調査による石川県の人口は､日本海側で唯一､戦後一貫して増加していたが､平成17年(2005)に初めて人口減少(約7.000人減)となった
一能登地域の人口は､昭和25年(1950)をピークに人口減少

|資料5二5－資料5－3

直近の平成22年(2000)の国勢調査では､約4.200人の減
一全国47都道府県では､増加9､減少38

一本県は､減少した38道府県中では､兵庫県に次いで2番目に減少数が少なし
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総人口に与えてきた自然増減と社会増減の影響(石川県：
－

4資料5－
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